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一　

正
保
期
の
城
目
録

正
保
期
、
幕
府
が
国
絵
図

・
郷
帳

・
道
帳
と
と
も
に
城
絵
図

（
正
保
城
絵
図
）
の
提
出
を

諸
藩
に
命
じ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
、
多
く
の
論
考
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
城
絵
図
そ
の
も
の
が

テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
作
成
さ
れ
た
文
書
―

城
の
概
要
を
箇
条
書
き
に
し
た
目
録
形
式
の
文
書
―
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
地
方
史
レ
ベ
ル
の
研
究
に
お
い
て
、
正
保
城
絵
図
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

本
稿
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
こ
れ
ら
文
書
を
紹
介
、
再
整
理
を
試
み
、
加
え
て

福
岡
城

・
佐
賀
城
に
つ
い
て
は
そ
の
翻
刻
文
を
付
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
素
材
の
数
と
し
て

十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
帰
納
的
推
論
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
城
絵
図
と
と
も
に
幕
府

に
提
出
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
、
未
知
の
文
書
の
存
在
で
あ
る
。
幕
府
が
そ
の
提
出
を
命
じ
た

ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、

（
１
）

も
し
仮
に
命
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
正
保
期
の
国
絵
図
事
業
は
再
評
価

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

多
く
は
良
質
と
は
い
え
な
い
写
本
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
誤
脱
も
多
い
。
全
て
が
信
頼
す
る
に
足

る
史
料
で
あ
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
で
諸
賢
の
批
判
を
得
、
文
書
の
性

格
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
文
書
は
史
料
名
が
区
々
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
便
宜
上

「
城
目
録
」
と
呼
称
し
て
お
く
。
ま
さ
に
目
録
の
形
式
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。

１
．
磐
城
平
城

（
陸
奥
国
）
［
福
島
県
い
わ
き
市
］

①

「
奥
州
岩
城　

平
之
城
覚
書
」
（
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
蔵
）

①
は
内
藤
家
文
書

（
大
名
家
文
書
）
の
う
ち
の
一
点
で
、
形
態
は
竪
帳
で
あ
る
。
表
紙
中
央

に
題
が
、
左
下
に
作
成
者

（
提
出
者
）
が
記
さ
れ
る
。
作
成
者

「
内
藤
帯
刀
」
は
内
藤
帯
刀
忠

興
で
あ
り
、
寛
永
十
一

（
一
六
三
四
）
年
か
ら
寛
文
十

（
一
六
七
〇
年
）
年
に
か
け
て
の
磐
城

平
藩
主
で
あ
っ
た
。
鈴
木
光
四
郎
著

『
磐
城
平
藩
政
史
』
（
私
家
版
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
る
と
、

①
は

「
幕
府
に
報
告
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
間
数
は
、
正
保
城
絵
図

（
２
）

と
も
よ
く
一
致
し
、

二
つ
の
史
料
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
翻
刻
文
が

［
い
わ
き
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
七
二
］

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

２
．
仙
台
城

（
陸
奥
国
）
［
宮
城
県
仙
台
市
］

②

「
仙
台
御
城
覚
書
」
（
宮
城
県
図
書
館
蔵
）

仙
台
城
と
白
石
城
は
本
城

・
支
城
の
関
係
に
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
た
め
、
両
城
の
城
目
録
が

同
綴
と
な
っ
て
い
る
。
形
態
は
竪
帳
で
、
前
半
の
四
丁
分
が
仙
台
城
の
城
目
録
、
後
半
の
二
丁
分

が
白
石
城
の
城
目
録
で
あ
る
。

正
保
三

（
一
六
四
六
）
年
の
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
の
ち
再
建
を
み
な
か
っ
た
、
本
丸
三
階
櫓
の

記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
は
正
保
期
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
正
保
城
絵
図

（
斎

藤
報
恩
会
蔵

「
奥
州
仙
台
城
絵
図
」
）
と
の
詳
細
な
照
合
が
油
浅
耕
三
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る

［
油
浅
一
九
七
八
］
。
油
浅
氏
は
、
②
の
内
容
が
正
保
城
絵
図
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
、
「
仙

台
御
城
覚
書
」
に
記
さ
れ
る
二
つ
の
間
数
の
和
が
正
保
城
絵
図
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
②

は
正
保
城
絵
図
を
作
成
す
る
上
で
の
実
測
結
果
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る

［
油
浅
一
九
七
八
］
。

し
か
し
両
者
を
比
較
す
る
と
、
正
保
城
絵
図
の
み
に
見
ら
れ
る
間
数
も
少
な
く
な
い
。
「
仙
台
御

城
覚
書
」
・
正
保
城
絵
図
の
い
ず
れ
で
も
な
い

「
未
知
の
史
料
」
を
も
と
に
、
②
や
正
保
城
絵

図
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
翻
刻
文
が

［
仙
台
市

正
保
期
の
城
目
録
を
め
ぐ
っ
て

西
田
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一
九
二
九
］
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

３
．
白
石
城

（
陸
奥
国
）
［
宮
城
県
白
石
市
］

②

「
仙
台
御
城
覚
書
」
（
宮
城
県
図
書
館
蔵
）

前
掲
の
史
料
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
前
半
の
四
丁
分
が
仙
台
城
の
城
目
録
、

後
半
の
二
丁
分
が
白
石
城
の
城
目
録
で
あ
る
。
白
石
城
の
部
分
に
つ
い
て
は

「
刈
田
郡
／
白
石
之

城　

平
山
城　

無
天
守
」
と
い
う
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

［
油
浅
一
九
八
五
］
に
翻
刻

文
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
正
保
城
絵
図

（
内
閣
文
庫
蔵

「
奥
州
仙
台
領
白
石
城
絵
図
」
）
と
の

照
合
も
な
さ
れ
、
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

４
．
盛
岡
城

（
陸
奥
国
）
［
岩
手
県
盛
岡
市
］

③

「
奥
州
ノ
内
南
部
領
盛
岡
城
絵
図
の
帳
」
（
内
題

「
奥
州
ノ
内
南
部
領
盛
岡
城
絵
図
之

帳
」
、
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）

④

「
奥
州
盛
岡
城
并
領
内
道
規
御
書
上
写
」
（
原
本
表
題

「
奥
州
盛
岡
城
并
領
内
道
規

全
御
書
上
写
」
、
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）

⑤

「
南
部
中
道
規
記
」
（
内
題

「
陸
奥
国
南
部
領
盛
岡
城
絵
図
並
陸
地
海
上
道
規
記
」
、

も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

⑥

「
盛
岡
城
間
数
並
道
改
帳
」
（も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）

③
は
料
紙
一
〇
丁

（
墨
付
八
丁
）
か
ら
成
る
城
目
録
で
、
形
態
は
竪
帳
で
あ
る
。
「
慶
安
二

年
己
丑
八
月
五
日
」
の
年
紀
が
あ
る
が
、
そ
の
紙
背
に

「
明
和
二
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
写
し

と
考
え
ら
れ
る
。
［
岩
手
県
立
博
物
館
一
九
九
四
］
は
、
「
書
留
」
正
保
四
年
五
月
条
の
、
「
公

儀
え
御
城
の
御
絵
図
さ
し
あ
げ
ら
る
。
御
控
こ
れ
あ
る
事
」
と
い
う
記
事
を
紹
介
、
そ
の
「
御
控
」

を

「
城
絵
図
の
記
載
内
容
を
記
し
た
別
録
」
と
解
し
、
そ
れ
が
③
の
原
本
で
あ
る
と
見
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
御
控
」
と

「
城
絵
図
の
記
載
内
容
を
記
し
た
別
録
」
と
を
同
定
す
る
根
拠
を
何

ら
示
し
て
お
ら
ず
、
論
理
の
階
梯
が
見
え
な
い
。
「
御
控
」
は
む
し
ろ
、
他
藩
の
多
く
の
類
例
が

示
す
よ
う
に
、
清
絵
図
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の

「
控
絵
図
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
城

絵
図
の
調
進
過
程
を
記
し
た
」
史
料
と
の
見
方
も
あ
る
が

［
国
絵
図
研
究
会
二
〇
〇
五
］
、
前

述
の
影
印
全
文
を
見
る
限
り
、
城
絵
図
の
調
進
過
程
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
な
い
と
い
え
る
。

④

・
⑤
は
い
ず
れ
も
、
文
書
の
前
半
が
盛
岡
城
の
城
目
録
、
後
半
が
陸
奥
国
南
部
領
の
道
帳

と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も

「
正
保
四
年
三
月
晦
日
」
の
年
紀
を
有
し
、
「
内
容
的
に
は
全
く
同
じ
」

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

［
福
井
一
九
八
三
、
同
一
九
八
五
］
。
ま
た
、
⑤
は
⑥
の
類
書

で
あ
る
と
い
う

［
盛
岡
市
都
市
整
備
部
公
園
み
ど
り
課
ほ
か
二
〇
一
二
］
。

こ
の
う
ち
④

・
⑤
を
国
絵
図

・
城
絵
図
の
解
説
書
の
類
と
み
な
し
、
国
絵
図

・
城
絵
図
と
同

時
に
幕
府
に
提
出
し
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
が

［
福
井
一
九
八
三
］
、
城
目
録
と
道
帳
が
一
冊

の
帳
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
こ
の
見
方
は
他
藩
の
類
例
も
あ
わ
せ
帰
納
的
に
論
証
を
す
す
め
た
上
で
の
結
論

で
は
な
い
。
第
二
に
、
国
絵
図
と
城
絵
図
は
調
進
の
主
体
が
根
本
的
に
異
な
る
か
ら

［
川
村

一
九
八
四
］
、
国
絵
図
の
解
説
書
と
、
城
絵
図
の
解
説
書
を
一
冊
の
帳
に
ま
と
め
、
幕
府
に
提

出
し
た
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
。
国
絵
図
は
公
儀
に
収
め
る
も
の
と
勘
定
所
に
置

く
も
の
と
で
二
舗
ず
つ
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
城
絵
図
は
一
舗
と
い
う
事
実
も
あ
る

［
川
村
一
九
八
四
］
。
第
三
に
、
道
帳
は
国
絵
図

・
郷
帳
と
同
じ
く
一
国
を
一
帳
に
仕
立
て
て
提

出
し
て
い
る
か
ら
、
一
国
内
に
複
数
の
藩
が
あ
る
場
合
、
幕
府
だ
け
で
な
く
同
じ
国
の
他
藩
に
も

軍
事
情
報
が
漏
れ
伝
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
正
保
城
絵
図
提
出
の
意
義
が
大
名
に
対
す
る
軍
事

的
優
位
の
強
化

［
藤
井
一
九
九
一
］
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
名
の
居
城
に
関
す
る
情
報
は
幕

府
が
一
元
的
に
把
握
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

以
上
、
三
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
④

・
⑤
が
い
ず
れ
も
、
も
と
二
点
の
文
書
で
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
疑
問
は
こ
と
ご
と
く
氷
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
③
が
単
独
の
文
書
と
し
て

残
る
こ
と
か
ら
も
、
④

・
⑤
は
も
と
二
点
の
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

③
の
影
印
な
ら
び
に
翻
刻
文
が

［
岩
手
県
立
博
物
館
一
九
九
四
］
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
③

～
⑥
い
ず
れ
か
の
翻
刻
文
を
、
一
般
の
読
者
向
け
に
書
き
直
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が

［
盛
岡
市

史
編
纂
委
員
会
一
九
七
〇
］
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
出
典
が
明
記
さ
れ
な
い
。
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５
．
窪
田

（
久
保
田
）
城

（
出
羽
国
）
［
秋
田
県
秋
田
市
］

⑦

「
羽
州
／
秋
田
郡
窪
田
城
絵
図
帳
」
（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）

形
態
は
竪
帳
で
、
表
紙
中
央
に
題
、
本
文
末
尾
に

「
正
保
四
年
丁
亥
九
月
七
日
」
の
年
紀
が

あ
り
、
正
保
城
絵（

３

）図
の
推
定
提
出
年

［
秋
田
県
立
図
書
館

二
〇
〇
二
］
と
一
致
す
る
。
一
部

の
翻
刻
文
が

［
伊
藤
二
〇
〇
五
］
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
数
丁
分
の
写
真
が

［
油
浅
一
九
八
二
］

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
油
浅
氏
の
論
考
に
よ
る
と
記
入
寸
法
の
総
件
数
、
一
七
七
件
の
う
ち
七
四

件
が
正
保
城
絵
図
と
照
応
す
る
と
い
う
。

６
．
福
岡
城

（
筑
前
国
）
［
福
岡
県
福
岡
市
］

⑧
「
筑
前
国
平
山
城
目
録
」
（
「
諸
集
書　

拾
壱
郡
目
録
／
在
表
紙　

完
」
に
収
録
、
個
人
蔵
）

⑨

「
筑
前
国
福
岡
平
山
城
目
録
」
（
「
房
四
」
に
収
録
、
桧
垣
文
庫
古
文
書
一
三
〇
―
四
、

九
州
大
学
蔵
）

⑩
「
福
岡
城
」
（
「
篤
斎
叢
書
」
に
収
録
、
桧
垣
文
庫
古
文
書
一
三
一
―
二
五
、
九
州
大
学
蔵
）

⑪

「
福
岡
城
」
（
「
福
岡
県
地
理
全
誌
」
に
収
録
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）

⑧
は
、
伊
藤
伝
右
衛
門
蒐
集
史
料
を
母
体
と
す
る
筑
前
叢
書

［
福
岡
県
地
域
史
研
究
所

一
九
八
二
］
の
う
ち
の
一
点
で
、
「
筑
前
叢
書　

九
十
九
」
と
い
う
外
題
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
⑨

・
⑩
は
い
ず
れ
も
、
桧
垣
元
吉
氏
蒐
集
史
料
を
母
体
と
す
る
桧
垣
文
庫
に
蔵
す
る
史
料
で

あ
り
、
⑪
は
城
目
録
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
も
の
で
、
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

［
西
日
本
文

化
協
会
一
九
八
八
］
。

こ
の
う
ち
⑧

・
⑨
の
本
文
末
尾
に
は

「
正
保
三
年
八
月
朔
日
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

正
保
城
絵
図
お
よ
び
正
保
国
絵
図
の
提
出
年
月
日

［
西
田
二
〇
〇
八
］
［
国
絵
図
研
究
会

二
〇
〇
五
］
と
全
く
同
じ
日
付
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
両
者
に
は
、
ほ
ぼ
共
通
す
る
特
徴
的
な
字
配

り
が
あ
り
、
ま
た
い
ず
れ
も
、
「
北
ノ
方
堀
、
幅
三
十
間
、
深
一
間
半
二
間
ノ
間
」
の
一
文
を
欠

く
。
そ
の
一
文
を
補
う
の
が
⑪
で
あ
る
。

本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
翻
刻
文
は
、
⑧
を
底
本
と
し
、
⑨
⑩
⑪
に
よ
っ
て
遺
漏
を
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。
正
保
城
絵
図（

４
）

と
の
照
応
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
文
凡
例
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
佐
賀
城

（
肥
前
国
）
［
佐
賀
県
佐
賀
市
］

⑫

「
肥
前
国
／
佐
賀
城
覚
書
」
（
「
有
田
均
家
御
書
類
写　

上
／
二
冊
之
内
」
に
収
録
、
本

稿
末
尾
に
翻
刻
文
を
掲
載
、
鍋
島
報
效
会
蔵
）

「
有
田
均
家
御
書
類
写　

上
／
二
冊
之
内
」
（
鍋
島
文
庫
〇
一
五
・
二
―
六
）
は
、
有
田
家

（
佐
賀
藩
着
座
家
）
に
伝
存
す
る
藩
主

・
国
老
か
ら
の
書
状
や
覚
の
類
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
収
録
史
料
の
一
つ
、
⑫
は
、
虫
損
と
思
わ
れ
る
料
紙
の
欠
失
ま
で
も
忠
実
に
描
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
原
本
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
中
央
に
題
、
左
下
に
作
成
者

（
提

出
者
）
、
本
文
末
尾
に
年
紀

「
正
保
四
年
亥
九
月
十
一
日
」
が
記
さ
れ
る
。
作
成
者

「
鍋
島
信

濃
守
」
は
鍋
島
信
濃
守
勝
茂
で
あ
り
、
慶
長
期
か
ら
明
暦
三

（
一
六
五
七
）
年
に
か
け
て
の
佐

賀
藩
主
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
も
の
の
中
で
唯
一
、
表
題

・
作
成
者

・
年
紀
が
揃
う
史

料
で
あ
る
が
、
佐
賀
城
の
正
保
城
絵
図
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
照
合
は
不
可
能
で

あ
る
。
「
正
保
二
年
公
儀
上
リ
御
絵
図
御
堀
幅
」
が
記
さ
れ
る
絵
図（

５
）

が
現
存
す
る
が
、
正
保
二

年
は
下
絵
図
内
見
の
段
階
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

（
６
）

正
式
な
提
出
図
と
判
断
す
る
に
は
若
干
躊

躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
仙
台
城
の
よ
う
に
正
保
期
に
城
郭
修
補
伺
の
絵
図
が
提
出
さ
れ
た
例
も

あ
る
。
正
保
城
絵
図
の
図
式
と
酷
似
す
る
正
保
期
の
佐
賀
城

・
城
下
絵
図（

７
）

も
あ
る
が
、
こ
れ
に

間
数
は
記
さ
れ
ず
、
⑫
と
の
照
合
は
不
可
能
で
あ
る
。

⑫
が
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
直
接
的
な
史
料
は
な
い
が
、
文
書
を
所
有
す
る
鍋
島

報
效
会
で
は
、
実
際
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
の
認
識
を
示
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
（
一
）

表
紙
の
書
き
方
、
（
二
）
冒
頭
の

「
平
城
」
な
ど
、
藩
内
部
資
料
と
し
て
は
あ
ま
り
必
要
性
が
感

じ
ら
れ
な
い
文
言
、
（
三
）
そ
の
他
の
佐
賀
城

・
佐
賀
城
下
関
係
の
資
料
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な

い

「
大
手
口
」
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
示
す
文
言
な
ど
を
あ
げ
て
い
る

（学
芸
員
富
田
紘
次
氏
よ
り

ご
教
示
）
。
ま
た
文
化
庁
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」
も
、
「
初
代

佐
賀
藩
主

・
鍋
島
勝
茂
が
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
年
に
幕
府
へ
提
出
し
た
佐
賀
城
と
城
下
に

関
す
る
報
告
書
」
と
し
て
い
る
。

第Ⅰ部　歴史を歩く

121



８
．
熊
本
城

（
肥
後
国
）
［
熊
本
県
熊
本
市
］

⑬
「
肥
後
国
隈
本
城
廻
目
録
」
（
巻
子
表
紙
題
「
熊
本
城
廻
目
録
」
、
熊
本
大
学
図
書
館
蔵
）

⑬
は
細
川
家
文
書
（
大
名
家
文
書
）
を
中
心
と
す
る
永
青
文
庫
に
蔵
す
る
城
目
録
で
あ
る
（
神

四
五
番
二
三
印
又
一
一
番
）
。
巻
子
本
仕
立
て
で
あ
る
が
、
巻
末
紙
に

「
肥
後
侍
従
と
の
へ
」
と

記
さ
れ
た
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
内
書
の
一
部
を
再
利
用
し
て
明
治
期
以
降
に
巻
子
本

に
仕
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
子
表
紙
も
ま
た
そ
の
と
き
調
え
ら
れ
、
表
紙
題
が
付
さ
れ

た
の
も
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
な
お
翻
刻
文
が
、
［
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
九
四
］
に
掲
載

さ
れ
る
。

熊
本
城
の
正
保
城
絵
図
と
推
定
さ
れ
る

「
平
山
城
肥
後
国
隈
本
城
廻
絵
図
」
や
、
「
肥
後
国

隈
本
城
廻
之
絵
図
」

（
８
）

と
間
数
が
よ
く
一
致
す
る
ば
か
り
か
、
後
者
に
つ
い
て
は
史
料
名
ま
で
も
酷

似
す
る
。
城
目
録

・
絵
図
と
も
に
年
紀

・
作
成
者
を
欠
く
が
、
「
隈
本
」
と
い
う
用
字
は
比
較

的
古
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
　
　

二　

共
通
点
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

こ
れ
ま
で
八
ヵ
城
の
城
目
録
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
城
目
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
、
多

く
に
共
通
す
る
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
。

Ａ　

題
に
令
制
国
名
を
添
え
る
こ
と
。
（
仙
台
城

・
白
石
城
を
除
く
全
て
）

Ｂ　

題
の
城
郭
名
に

「
御
」
を
付
さ
な
い
こ
と
。
（
仙
台
城
を
除
く
全
て
）

Ｃ　

題
の
末
尾
が

「
目
録
」
「
覚
書
」
で
あ
る
こ
と

（
盛
岡
城

・
窪
田
城
を
除
く
全
て
）

Ｄ　

作
成
者
が
記
さ
れ
る
場
合
、
正
保
期
～
慶
安
期
の
藩
主

（
城
主
）
で
あ
る
こ
と
。
（
磐

城
平
城

・
佐
賀
城
が
該
当
、
他
に
つ
い
て
は
作
成
者
の
記
載
な
し
）

Ｅ　

年
紀
が
記
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
正
保
三

（
一
六
四
六
）
年
～
慶
安
二

（
一
六
四
九
）

年
の
間
で
あ
る
こ
と
。
（
盛
岡
城

・
窪
田
城

・
福
岡
城

・
佐
賀
城
が
該
当
、
他
に
つ
い
て

は
年
紀
の
記
載
な
し
）

Ｆ　

題
ま
た
は
本
文
に
平
城

・
平
山
城

・
山
城
の
別
を
明
示
す
る
こ
と
。
（
全
て
）

Ｇ　

大
名
の
居
城
で
あ
る
城
郭
お
よ
び
惣
構
え
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
。
（
全
て
）

Ｈ　

天
守
の
有
無
を
明
確
に
し
、
か
つ
天
守
が
あ
る
場
合
は
そ
の
概
略
を
記
す
こ
と
。
（
盛
岡

城

・
窪
田
城
を
除
く
全
て
）

Ｉ　

絵
図
を
と
も
な
わ
な
い
、
完
全
な
文
字
史
料
で
あ
る
こ
と
。
（
全
て
）

Ｊ　

城
郭
の
防
禦
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
を

（
天
守
等
を
基
準
と
し
た
）
方
位
角
等
で

示
し
、
規
模
を
間
数
で
表
す
こ
と
。
（
全
て
）

Ｋ　

記
さ
れ
る
間
数
が
、
正
保
城
絵
図
の
も
の
と
よ
く
一
致
し
、
関
連
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
確
認
で
き
な
い
佐
賀
城
を
除
き
、
全
て
）

Ｌ　

正
保
城
絵
図
と
比
較
し
た
場
合
、
城
目
録
の
み
に
記
さ
れ
る
間
数
が
あ
る
こ
と
。
（
確

認
で
き
な
い
佐
賀
城
を
除
き
、
全
て
）

Ａ
・
Ｂ
は
言
う
ま
で
も
な
く
幕
府
に
提
出
す
る
文
書
に
特
徴
的
で
あ
る
。
史
料
が
伝
存
す
る
場

所
か
ら
、
幕
府
や
他
藩
の
作
成
に
か
か
る
可
能
性
も
な
い
。
ま
た
Ｃ
に
つ
い
て
も
、
寛
永
年
間
後

半
か
ら
貞
享
年
間
の
城
郭
修
補
申
請
に
お
い
て
、
絵
図
に

「
目
録
」
あ
る
い
は

「
覚
書
」
を
添

え
る
慣
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

（
９
）

関
連
が
窺
え
よ
う
。
題
の
末
尾
は
「
城
目
録
」
、
「
城

覚
書
」
あ
る
い
は

「
城
絵
図

（
之
）
帳
」
と
統
一
を
欠
く
が
、
道
帳
や
郷
帳
の
題
も
ま
た
多
様

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
は
わ
ず
か
二
例
で
あ

る
が
、
作
成
者
と
し
て
藩
主

（
城
主
）
名
、
し
か
も
官
途

・
受
領
名
を
記
し
て
お
り
、
幕
府
へ
の

提
出
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
に
つ
い
て
も
幕
府
に
提
出
し
た
絵
図
に
特
徴
的
で
あ
り
、

「
幕
用
図

（
幕
府
へ
の
提
出
絵
図
）
で
あ
る
こ
と
の
一
証
左
」
と
の
指
摘
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る

［
矢

守
一
九
八
七
］
。
Ｈ
は
正
保
城
絵
図
の
作
成
基
準
に
準
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
Ｊ
に
つ
い
て
は
道

帳
に
記
さ
れ
る
古
城
の
記
載
形
式

［
福
井
一
九
八
五
］
に
近
似
し
て
お
り
、
幕
府
か
ら
の
指
示

が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
Ｋ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
場
所
で
あ
れ
ば
同
じ
間
数
に
な
る
の
は
当

然
、
と
の
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
石
垣
の
長
さ
や
高
さ
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ

る
が
、
曲
輪
に
つ
い
て
は
完
全
な
矩
形
で
あ
る
こ
と
は
ご
く
稀
で
、
ゆ
え
に
計
測
す
る
二
点
に
よ
っ
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て
間
数
が
異
な
る
か
ら
、
曲
輪
の
規
模
に
つ
い
て
は
そ
の
数
値
に
高
い
弁
別
性
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
堀
の
深
さ
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
Ｌ
は
、
例
え
ば
福
岡
城
の
場
合
、
数

百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
長
大
な
曲
輪
の
幅
な
ど
、
正
保
城
絵
図
に
な
い
間
数
が
城
目
録
に
記
さ
れ

る

（
「
三
ノ
曲
輪
」
の

「
六
十
八
間
」
「
七
拾
間
」
「
百
三
十
間
」
な
ど
）
。
こ
れ
は
城
目
録
が
正

保
城
絵
図
の
み
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
し
、
後
世
の
作
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る

傍
証
と
な
る
事
実
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
城
目
録
は
、
城
絵
図
と
と
も
に
幕
府
へ
提
出
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
さ
ら
に
類
例
の
多
さ
か
ら
、
幕
府
か
ら
の
指
示
を
受
け
た
も
の
と
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
絵
図
に
加
え
て
目
録
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
次
章

以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

三　

城
目
録
の
有
益
性

正
保
城
絵
図
の
う
ち
最
大
級
の
福
岡
城
の
も
の
は
、
長
辺
が
約
四
一
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
短
辺
が
約
三
一
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
も
長
辺
が
約
五
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
短
辺
が
約
三
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
文
書
に
比
し
て
、
書
庫
か
ら
の
運
搬

と
開
披
、
収
納
に
は
相
当
な
時
間
と
人
員
と
手
間
と
空
間
と
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
帳

の
形
態
の
城
目
録
で
あ
れ
ば
、
人
員
は
一
人
、
広
さ
は
畳
一
畳
も
あ
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
城
の

状
況
や
規
模
に
つ
い
て
概
要
を
知
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
必
要
が
あ
る
と
き
の
み
絵
図
を
開
け
ば

よ
い
。
近
世
初
期
に
お
い
て
地
図
の
印
刷

・
刊
行
は
現
在
ほ
ど
広
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
座
標
系

・
方
位
角
を
用
い
た
空
間
構
造
の
伝
達

・
解
読
が
、
現
代
よ
り
も
比
較
的
よ

く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
文
字
情
報
の
み
に
よ
っ
て
空
間
を
認
知
し
た
、

そ
の
度
合
い
は
、
現
代
よ
り
は
る
か
に
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

近
年
相
次
い
で
翻
刻

・
刊
行
さ
れ
た
佐
賀
藩
の
屋
敷
帳
は
完
全
な
文
字
史
料
で
あ
り
、
座
標

系
を
用
い
て
空
間
構
造
を
表
し
、
個
々
の
屋
敷
に
つ
い
て
そ
の
規
模

・
居
住
者
を
記
し
た
も
の
で

あ
る

［
鍋
島
報
效
会
二
〇
一
一
、
同
二
〇
一
二
］
。
そ
し
て
居
住
者
に
つ
い
て
は
付
箋
に
よ
る
修

正
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
武
家
屋
敷
の
管
理
に
実
際
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
藩
の
職

制
は
職
能
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
例
え
ば
武
家
屋
敷
の
管
理
を
担
当
し
て
い
た
部

署
と
、
絵
図
の
作
成

・
管
理
を
担
当
し
て
い
た
部
署
は
職
掌
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
た
、
そ
れ
ゆ

え
特
殊
技
能
を
要
す
る
絵
図
の
作
成
を
前
者
が
担
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
寛
永
年
間
後
半
か
ら
貞
享
年
間
に
お
け
る
城
郭
修
補
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

幕
府
に
提
出
す
る
絵
図
に

「
目
録
」
あ
る
い
は

「
覚
書
」
を
添
え
る
慣
行
が
あ
り
、
幕
府
側
が

申
請
内
容
を
絵
図
だ
け
で
な
く
文
字
に
よ
っ
て
も
理
解
し
よ
う
と
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
特

殊
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
寛
永
十
二

（
一
六
三
五
）
年
に
白
河
城
の
修
補
を
許
可
し
た
老
中

奉
書
に
は

「
目
録
之
通
具
ニ
得
其
意
候
」
と
あ
り

［
白
峰
二
〇
〇
六
］
、
審
査
し
た
の
が
あ
く
ま

で

「
目
録
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　

四　

展
望
と
課
題

周
知
の
よ
う
に
、
大
名
が
提
出
し
た
文
書
を
追
認
す
る
形
で
、
幕
府
が
そ
の
権
益
を
認
め
る
こ

と
が
あ
る
。
領
知
目
録
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
幕
府
側
が
大
名
に
対
す
る
「
城
目
録
」

の
発
給
を
計
画
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に

「
城
目
録
」
の
提
出
を
諸
大
名
に
命
じ
た
こ
と
も
可
能

性
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
正
保
城
絵
図
徴
収
の
意
義
の
一
つ
が
、
大
名
の
領
国
ば
か
り

で
な
く
居
城
を
も
将
軍
か
ら
の
預
か
り
も
の
で
あ
る
こ
と
を
諸
大
名
に
周
知
さ
せ
た
こ
と

［
川
村

二
〇
一
〇
］
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
は
幕
府
に
よ
る
城
目
録
の
追
認
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
完

結
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
は
同
時
に
、
大
名
を
、
城
の
城
主
と
し
て
公
認
す
る
こ

と
で
も
あ
り
、
幕
府
に
よ
る
大
名
格
付
け
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

服
部
英
雄
氏
は
特
に
倭
城
の
研
究
か
ら
、
「
城
は
幕
府

（
公
儀
）
の
も
の
」
、
と
い
う
主
旨
の

論
を
展
開
、
さ
ら
に

「
城
主
は
幕
府
の
城
の
在
番
に
過
ぎ
ず
、
国
替

・
城
替
を
拒
む
こ
と
は
で

第Ⅰ部　歴史を歩く
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き
な
い
。
城
の
修
理
、
改
築
に
当
た
っ
て
、
幕
府
へ
の
届
が
必
要
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
本
来
の
所
有

者
へ
の
届
出
で
あ
っ
て
、
当
然
な
の
で
あ
る
。
」
と
続
け
る
［
服
部
二
〇
〇
三
］
。
こ
の
「
城
は
幕
府
（
公

儀
）
の
も
の
」
と
い
う
認
識
が
ど
の
よ
う
な
形
で
醸
成
さ
れ
、
戦
国
期
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
ど

う
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
問
い
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
城
目
録
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
八
ヵ
城
の
う
ち
九
州
の
三
ヵ
城
は
筆
者
に
と
っ
て
既
知
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
他
の
五
ヵ
城
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
五
ヵ
城
す
べ
て
が
東
北

地
方
の
城
で
あ
る
の
は
偶
然
か
否
か
、
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
全
国
の
史
料
所
蔵

機
関
を
調
査
し
た
上
で
再
度
検
討
の
機
会
を
も
ち
た
い
と
思
う
。

（
１
）　

幕
府
書
物
奉
行
で
あ
っ
た
近
藤
正
齋
は

「
大
猷
公
治
世
略
記
」
を
引
用
し
て
、
幕
府
へ
調
進
さ
れ
た
の
は

「
日
本

国
郡
之
図
」
「
諸
城
之
絵
図
」
「
諸
国
海
陸
之
道
筋
及
古
城
等
之
書
付
」
「
東
海
道
諸
城
之
木
形
」
「
郷
帳
」
で

あ
る
と
す
る

［
近
藤
一
九
〇
六
］
。
し
か
し
正
保
期
の
国
絵
図
事
業
に
つ
い
て
、
幕
府
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指

示
を
出
し
た
の
か
、
そ
の
多
く
が
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
城
絵
図
作
成
基
準
に
あ
る

「
別

紙
」
の
内
容
は
依
然
不
明
で
あ
り
、
井
戸
の
数

（
ま
た
は
井
戸
の
箇
所
）
の
明
記
な
ど
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
基
準
も
少
な
く
な
い

（
城
絵
図
の
作
成
基
準
に
な
い
こ
と
、
山
形
城
の
場
合
、
井
上
政
重
の
指
示
で

一
旦
絵
図
を
返
戻
し
、
改
め
て
井
戸
数
ほ
か
を
記
入
さ
せ
た
上
で
再
提
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
井
戸
の
図
示

・
表

記
方
法
が
絵
図
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
）
。
と
こ
ろ
で
、
幕
府
に
提
出

さ
れ
た
正
保
郷
帳
は
原
本
・
転
写
本
と
も
に
失
わ
れ
、
現
存
し
て
い
な
い

（
『
国
史
大
辞
典
』
）
。
正
保
道
帳
も
ま
た
、

幕
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る

［
川
村
一
九
八
四
］
。
現
存
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
２
）　

個
人
蔵

「
正
保
平
城
絵
図
控
」
。
史
料
名
は
二
〇
一
四
年
に
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
き
の

も
の
。
［
里
見
一
九
八
六
］
に
カ
ラ
ー
写
真
、
解
説
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
明
治
大
学
蔵
内
藤
家
文
書
に
も
正
保
城

絵
図
が
あ
り
、
「
江
戸
時
代
中
期
の
平
城
廓
の
図
」
と
し
て

［
平
市
史
編
集
委
員
会
一
九
五
九
］
口
絵
に
写
真
が

掲
載
さ
れ
る
。

（
３
）　

内
閣
文
庫
蔵

「
出
羽
国
秋
田
郡
久
保
田
城
画
図
」
。
こ
の
ほ
か
控
と
し
て
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵

「
出
羽
国
秋
田

郡
久
保
田
城
絵
図
」
（
県
Ｃ
―
一
七
四
）
が
知
ら
れ
る

［
秋
田
県
公
文
書
館
二
〇
〇
七
］
。

（
４
）　

福
岡
市
博
物
館
蔵

「
福
博
惣
絵
図
」
黒
田
資
料
二
〇
〇
。
正
保
城
絵
図
の
控
の
写
し
で
あ
る

［
西
田
二
〇
〇
八
］
。

な
お
、
城
絵
図
の
間
数
の
和
が
城
目
録
に
記
さ
れ
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
列
挙
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

城
絵
図
の
間
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
目
録
の
間
数

　
　
　
　
　

二
ノ
丸　

三
八
間

・
一
〇
間

・
二
三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
一
間

　
　
　
　
　

二
ノ
丸　

二
七
間

・
一
一
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八
間

　
　
　
　
　

城　

下　

六
町
三
三
間

・
二
町

・
二
町

・
二
町

・
二
町

・
二
町

・
二
町

・
三
町
一
〇
間　
　
　

二
一
町
四
三
間

　
　
　
　
　

城　

下　

三
〇
三
間

・
三
一
六
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
一
九
間

　
　
　
　
　

城　

下　

一
町
三
六
間

・
二
町
三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
町
三
九
間

（
５
）　

鍋
島
報
效
会
蔵

「
御
城
分
間
御
絵
図
」
鍋
島
文
庫
〇
五
一
―
六
。
な
お
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

『
佐
賀
城
跡
―
県
立
佐
賀

城
公
園
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
―
』
（
佐
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、
二
〇
一
三
年
）
二
頁
に
は
同

図
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
文
字
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）　

正
保
城
絵
図
の
提
出
は
、
正
保
三
年
夏
以
降
に
集
中
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

［
油
浅
一
九
九
九
］
。

（
７
）　

個
人
蔵

「
正
保
御
城
下
絵
図
」
。
［
鍋
島
報
效
会
二
〇
〇
九
］
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
８
）　

「
平
山
城
／
肥
後
国
隈
本
城
廻
絵
図
」
は
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

（
『
熊
本
県
古
地
図
目
録
』
番
号
三
―
〇
一
六
）
。

［
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
九
三
］
に
写
真
収
録
。
油
浅
耕
三
氏
に
よ
っ
て
正
保
城
絵
図
と
推
定
さ
れ
て
い

る

［
油
浅
一
九
七
七
］
。
付
言
す
る
な
ら
、
「
六
所
大
明
神
」
が
図
示
さ
れ
る
の
で
、
正
保
二
年
以
降
の
も
の
で
あ

る

［
後
藤
一
九
七
二
］
。
後
世
の
修
正

（
文
字
の
抹
消
、
貼
紙
、
加
筆
、
着
色
な
ど
）
が
多
い
が
、
そ
の
部
分
を

除
け
ば
正
保
城
絵
図
の
図
式
に
叶
う
絵
図
と
な
ろ
う
。
「
肥
後
国
隈
本
城
廻
之
絵
図
」
は
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

（
『
熊
本
県
古
地
図
目
録
』
番
号
三
―
〇
一
八
）
。
［
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
九
三
］
に
写
真
収
録
。
図

式
が
正
保
城
絵
図
と
よ
く
一
致
す
る
が
、
図
示
す
る
範
囲
が
、
「
平
山
城
／
肥
後
国
隈
本
城
廻
絵
図
」
よ
り
若
干

狭
い
こ
と
、
道
筋
の
長
さ
を
表
示
し
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

（
９
）　

［
白
峰
二
〇
〇
六
］
に
詳
し
い
。
ま
た
、
［
春
日
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
五
］
、
［
福
岡
市
史
編
纂
委
員
会

二
〇
一
一
］
に
具
体
的
事
例
が
報
告
さ
れ
る
。

《
参
考
文
献
》

秋
田
県
公
文
書
館

『
平
成
１
９
年
度　

秋
田
県
公
文
書
館
特
選
展
示　

公
文
書
館
所
蔵
の
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
』

（
秋
田
県
公
文
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
三
～
四
頁
。

秋
田
県
立
図
書
館

『
秋
田
県
立
図
書
館
企
画
展　

佐
竹
氏
入
部
四
百
年
記
念
絵
図
資
料
展
』
（
秋
田
県
立
図
書
館
、

二
〇
〇
二
年
）
六
頁
。

伊
藤
成
孝

「
企
画
展

「
久
保
田
城
下
町
の
建
設
と
変
遷
」
」
『
秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
一
号

（
秋
田
県
公

文
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）
一
四
六
～
一
四
七
頁
。

い
わ
き
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
い
わ
き
市
史
』
第
九
巻　

近
世
史
料

（
い
わ
き
市
、
一
九
七
二
年
）
九
～
一
二
頁
。

岩
手
県
立
博
物
館

『
絵
図
に
み
る
岩
手
』
（
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
、
一
九
九
四
年
）
七
三
、
七
四
頁
。

春
日
市
教
育
委
員
会

『
春
日
市
古
文
書
調
査
報
告
書
』
第
一
集　

佐
藤
恭
敏
家
文
書
調
査
報
告
書

（
春
日
市
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
五
）
一
一
～
一
五
、
五
五
～
六
一
頁
。

川
村
博
忠

『江
戸
幕
府
撰
国
絵
図
の
研
究
』
（
古
今
書
院
、
一
九
八
四
年
）
一
三
四
、
一
六
四
頁
。

川
村
博
忠

『江
戸
幕
府
の
日
本
地
図　

国
絵
図

・
城
絵
図

・
日
本
図
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
七
八
頁
。

国
絵
図
研
究
会

『
国
絵
図
の
世
界
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
一
三
二
、
二
七
四
頁
。

後
藤
是
山

『
肥
後
国
誌
』
上
巻

（
青
潮
社
、
一
九
七
二
年
）
六
五
～
六
六
頁
。
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近
藤
正
齋

「
好
書
故
事
」
巻
第
二
十
八

『
近
藤
正
齋
全
集
』
第
三

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）
一
一
四
頁
。

里
見
庫
男

「
い
わ
き
市
小
島
町

・
加
藤
家
所
蔵　

正
保
城
絵
図

「
磐
城
平
城
」
に
つ
い
て
」
『
い
わ
き
地
域
学
会

第
一
一

報

潮
流
』
（
い
わ
き
地
域
学
会
、
一
九
八
六
年
）
三
〇
～
三
三
頁
。

白
峰
旬

『
幕
府
権
力
と
城
郭
統
制
―
修
築

・
監
察
の
実
態
―
』
（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
、
六
五
～
六
六
頁
。

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会

『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編

第
三
巻

近
世
Ⅰ

（
熊
本
市
、
一
九
九
四
年
）
二
〇
三
～
二
〇
七
頁
。

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会

『
新
熊
本
市
史
』
別
編

第
一
巻

絵
図
・
地
図

上

中
世
・
近
世

（
熊
本
市
、
一
九
九
三
年
）

二
五
、
二
七
頁
。

杉
本
史
子
、
礒
永
和
貴
、
小
野
寺
淳
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
、
中
野
等
、
平
井
松
午

『
絵
図
学
入
門
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
一
年
）
二
一
二
～
二
一
七
頁
。

鈴
木
光
四
郎

『
磐
城
平
藩
政
史
』
（
私
家
版
、
一
九
九
一
年
）
三
八
頁
。

仙
台
市

『
仙
台
市
史
』
第
一
巻

（
仙
台
市
、
一
九
二
九
年
）
六
五
～
七
三
頁
。

平
市
史
編
集
委
員
会

『
概
説
平
市
史
』
（
平
市
役
所
、
一
九
五
九
年
）
口
絵
。

鍋
島
報
效
会

『
御
城
下
絵
図
に
見
る
佐
賀
の
ま
ち
』
（
鍋
島
報
效
会
、
二
〇
〇
九
年
）
。

鍋
島
報
效
会

『
元
文
五
年

城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
』
（
鍋
島
報
效
会
、
二
〇
一
一
年
）
。

鍋
島
報
效
会

『
明
和
八
年

佐
賀
城
下

屋
鋪
御
帳
扣
』
（
鍋
島
報
效
会
、
二
〇
一
二
年
）
。

西
田
博

「
近
世
福
岡
・
博
多
の
歴
史
地
理
資
料
」
『
市
史
研
究　

ふ
く
お
か
』
第
３
号

（
福
岡
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
、

二
〇
〇
八
年
）
一
二
三
頁
。

西
日
本
文
化
協
会

『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編

福
岡
県
地
理
全
誌

（
一
）
（
福
岡
県
、
一
九
八
八
年
）
四
一
頁
。

服
部
英
雄

『
歴
史
を
読
み
解
く　

さ
ま
ざ
ま
な
史
料
と
視
角
』
（
青
史
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
一
六
〇
頁
。

福
井
敏
隆

「
〈
史
料
紹
介
〉
慶
安
二
年
二
月
成
立
の

「
津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
并
船
路
之
帳
」
（
弘
前
市
八
木
橋

文
庫
蔵
）
」
『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
七
五

（
弘
前
大
学
、
一
九
八
三
年
）
二
四
頁
。

福
井
敏
隆

「
〈
史
料
紹
介
〉
慶
安
二
年
八
月
五
日
成
立
の

「
大
道
筋

（
奥
州
之
内
南
部
領
海
陸
道
規
帳
）
」
（
岩
手
県

立
図
書
館
蔵
）
」
『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
七
八

（
弘
前
大
学
、
一
九
八
五
年
）
四
二
頁
、
四
六
頁
～
。

福
岡
県
地
域
史
研
究
所

『
県
史
だ
よ
り
』
九
号

（
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
八
二
年
）
五
頁
。

福
岡
市
史
編
纂
委
員
会

『
福
岡
市
史
』
資
料
編

近
世
１
領
主
と
藩
政

（
福
岡
市
、
二
〇
一
一
年
）
七
三
五
頁
。

藤
井
譲
治

「
平
時
の
軍
事
力
」
『
日
本
の
近
世
』
３　

支
配
の
仕
組
み

（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
一
三
二
頁
。

平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
九
巻
Ⅱ

兵
庫
県
の
地
名
Ⅱ

（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）

三
四
一
頁
。

盛
岡
市
史
編
纂
委
員
会

『
盛
岡
市
通
史
』
（
盛
岡
市
、
一
九
七
〇
年
）
一
四
五
～
一
四
七
頁
。

盛
岡
市
都
市
整
備
部
公
園
み
ど
り
課

・
文
化
財
保
存
計
画
協
会

「
盛
岡
城
関
連
文
献
一
覧
」
『
史
跡
盛
岡
城
跡
保
存

管
理
計
画
書
』
（
盛
岡
市
、
二
〇
一
二
年
）
四
二
頁
。

矢
守
一
彦

「
米
沢
城
下
絵
図
に
つ
い
て
―
地
図
史
的
考
察
の
試
み
―
」
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
一
一

（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
七
年
）
二
三
七
頁
。

油
浅
耕
三

「
『
平
山
城
肥
後
国
隈
本
城
廻
絵
図
』
に
つ
い
て
―
日
本
近
世
都
市
形
態
の
復
原
的
研
究
―
」
『
日
本
建
築
学

会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』
（
日
本
建
築
学
会
、
一
九
七
七
年
）
一
九
二
二
頁
。

油
浅
耕
三

「
『
奥
州
仙
台
城
絵
図
』
に
つ
い
て
―
日
本
近
世
都
市
形
態
の
復
原
的
研
究
―
」
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術

講
演
梗
概
集
』
（
日
本
建
築
学
会
、
一
九
七
八
年
）
二
一
九
～
二
二
〇
頁
。

油
浅
耕
三

「
『
出
羽
国
秋
田
郡
久
保
田
城
画
図
』
の
都
市
的
考
察
―
正
保
城
絵
図
に
よ
る
都
市
研
究
の
試
み
―
」
『
都

市
計
画　

別
冊
』
一
七
号

（
日
本
都
市
計
画
学
会
、
一
九
八
二
年
）
三
八
七
頁
。

油
浅
耕
三

「
『
刈
田
郡
白
石
之
城

（
覚
書
）
』
の
考
察
」
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』
（
日
本
建
築
学
会
、

一
九
八
五
年
）
六
一
三
～
六
一
四
頁
。

油
浅
耕
三

「
正
保
城
絵
図
の
最
終
提
出
年
に
関
す
る
考
察
」
『
新
潟
工
科
大
学
紀
要
』
第
四
号

（
新
潟
工
科
大
学
、

一
九
九
九
年
）
二
六
～
二
七
頁
。

（
元
九
州
大
学
院
生
、
鎮
西
学
院
高
校
教
諭
）

第Ⅰ部　歴史を歩く
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筑
前
国
〈
福
岡
〉
平
山
城
目
録
＊ 

 

本
丸
之
内
南
之
方 

一
、
天
守
台 

 

東
西
十
二
間 

東
石
垣
高
サ
北
之
方
七
間
半
、
南
之

方
三
間
弐
尺
、
西
石
垣
高
サ
六
間
半 

南
北
十
三
間 

南
石
垣
高
サ
四
間
弐
尺
、

北

石

垣

高

サ

七

間

半 
 

巳
午
方
《
ニ
》
赤
坂
山
有
、
此
高
ミ
天
守
台
〔
ニ
〕
五
間
低
〈
シ
〉、
間
四
町
有 

亥
ノ
方
ニ
荒
戸
山
有
、
此
高
ミ
、
天
守
之
台
〈
と
同
〉
高
サ
、〈
間
〉
拾
町
有 

  

一
、
本
丸 

 
 

東
西
五
拾
壱
間 

 
 

東
石
垣
高
サ
六
間
、
西
〈
ニ
〉
南
向
《
ノ
》
多
門
有
、

西
石
垣
高
サ
三
間
半
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

南
北
〈
九
〉
十
三
間 

南
石
垣
高
七
間
半
、
北
〈
ニ
〉
西
向
《
ノ
》
多
門
有
、

北
石
垣
高
三
間
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

町
屋
ノ
地
行
よ
り
拾
壱
間
高
し 

  

一
、
二
ノ
丸    

本
丸
よ
り
北
ノ
方
、
東
西
〈
百
〉
三
拾
壱
間
、
南
北
弐
拾
間
・
三
拾
間
・ 

五
拾
〈
五
間
〉
ノ
間 

北
之
方
石
垣
高
サ
四
間
五
間
六
間
之
間
、
戌
亥
〈
ノ
〉
角
ニ
申
酉
《
ニ
》
向
多
門
有 

〈
東
ノ
方
石
垣
長
七
十
一
間
、
高
三
間
半
〉 

南
ノ
方
石
垣
長
六
拾
間
、
丑
ノ
方
角
ニ
亥
子
〈
ノ
〉
方
ニ
向
多
門
有 

高
サ
九
尺
弐
間
半
之
間 

 

本
丸
ヨ
リ
西
ノ
方
、
南
北
百
五
十
五
間
、
東
西
十
五
間 

弐
拾
六
間
・
三
十
八
間
之
間 

 

西
ノ
方
石
垣
高
サ
三
間
弐
尺
五
寸
、
申
酉
ノ
方
多
門
有 

南
ノ
方
〈
石
垣
〉
長
三
十
八
間
、
高
サ
四
間
・
五
間
之
間 

  

一
、
三
ノ
曲
輪 二

〈
ノ
〉
丸
ヨ
リ
北
ノ
方
、
東
西
四
百
七
拾
七
間
、
東
ノ
端
ニ
而
南
北 

五
十
八
間
、
中
程
ニ
而
南
北
六
十
八
間 

二
ノ
丸
ヨ
リ
西
ノ
方
、
南
北
弐
百
八
拾
弐
間
、
南
〈
ノ
〉
端
ニ
而
東
西
七
拾
間 

中
程
ニ
而
東
西
百
三
十
間 

〈
本
〉
丸
ヨ
リ
百
三
間
、
亥
ノ
方
三
〈
ノ
曲
〉
輪
之
内
〈
ニ
〉、
高
ミ
有 

東
西
五
拾
四
間
、
南
北
四
十
八
間
、
岸
高
サ
〈
二
間
・
四
間
之
間
〉 

丑
ノ
方
ニ
取
入
〈
ノ
〉
多
門
、〈
西
向
ニ
有
〉、
橋
有 

亥
ノ
方
ニ
取
入
ノ
多
門
、〈
西
向
ニ
〉
有
、
橋
有 

申
方
ニ
取
入
之
多
門
有
、
橋
有 

一
、
三
ノ
曲
輪
、
外
曲
輪
ニ
堀
一
重
有
り 

東
ノ
方
、
堀
幅
四
十
三
間
、
深
サ
壱
間
四
尺 

南
ノ
方
、
堀
巾
二
十
間
、
同
壱
間
半
弐
間
之
間 

《
北
ノ
方
堀
、
幅
三
十
間
、
深
一
間
半
二
間
ノ
間
》 

西
ノ
方
た
め
池
有
、
東
西
四
百
間
、
南
北
五
百
間
、
深
サ
弐
尺
三
尺
《
四
尺
》
五
尺 

〈
之
〉
間
、
但
池
半
分
過
う
ま
る
、
芦
は
い
＊
有
之 

 

一
、
城
、
亥
子
ノ
方
ニ
向
、
南
高
ク
北
ノ
方
低
シ
、
南
ニ
赤
坂
山
有
、 

北
に
海
有 

 

一
、
城
よ
り
北
ニ
侍
屋
敷
・
町
屋
有 

寅
卯
申
酉
ニ
長
、
二
十
一
町
四
十
三
間
、
巳
午
亥
子
ニ
、
東
〈
ノ
〉
端
ニ
而
、
長
六
丁 

中
程
ニ
而
、
一
丁
四
十
六
間
、
西
〈
ノ
〉
端
ニ
て
六
丁 

同
所
東
ノ
外
曲
輪
ニ
石
垣
有
、〈

長
〉
南
北
三
百
八
拾
弐
間
高
サ
四
間 

中
程
ニ
、

博
多
よ
り
入
口
ニ
、

一
所
よ
り
西
ノ
方
ニ
入
〈

門
〉

二
ツ
有
、

福
岡
博
多
ノ
間
ニ 

中
島
町
有
、
橋
二
ツ
有
、
但
潮
入 

同
所
南
ニ
堀
有
、

寅
申
ニ
六
百
拾
九
間
、

巾
三
十
六
間
四
十
二
間
之
間 

深
サ
六
尺
七
尺
〈

八
尺
〉

ノ
間
、

取
入
門
三
ケ
所
有
、

土
橋
有
、

此
所
之
外
ニ
侍
屋 

敷
・
足
軽
屋
敷
有
、
其
外
ハ
田
地 

同
所
西
之
端
ニ
通
筋
、
門
有
、
た
め
池
よ
り
流
有
、
土
橋
有 

是
ヨ
リ
西
ニ
町
〈
屋
長
〉
三
丁
三
十
九
間
、
此
次
ニ
た
め
池
よ
り
流
〈
ル
う
て
ミ
＊
〉
有 

土
橋
有
、
西
ニ
足
軽
町
有
、
長
弐
百
間
、
此
町
端
よ
り
＊
弐
百
間
西 

ニ
瀬
＊
入
川
有
、
土
橋
有 

 

一
、
城
よ
り
寅
ノ
方
博
多
町
有
、
丑
未
ニ
七
町
辰
戌
ニ
十
丁
四
十
間 

丑
ノ
方
箱
崎
松
原
有
、
橋
〈
有
〉
川
潮
入 

 

正
保
三
年
八
月
朔
日 

 

＊ 

凡
例
…
原
本
の
字
配
り
を
ほ
ぼ
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
諸
集
書
」
を
底
本
と
し
た
。〈 

〉
内
は
「
房
四
」
、 

《 

》
内
は
「
福
岡
県
地
理
全
誌
」、〔 

〕
内
は
「
篤
斎
叢
書
」
に
よ
る
修
正
・
補
遺
。
な
お
破
線
は
、 

正
保
城
絵
図
に
記
さ
れ
な
い
間
数
（
12
か
所
）
、
実
線
は
、
正
保
城
絵
図
に
あ
る
ら
し
き
も
、
石
垣
・ 

樹
木
と
重
な
っ
て
読
み
取
れ
な
い
、
ま
た
は
「
此
所
不
知
」
の
付
紙
が
あ
っ
て
間
数
が
記
さ
れ
な
い
、 

あ
る
い
は
、
町
数
に
概
数
換
算
し
て
あ
る
た
め
照
合
が
で
き
な
い
も
の
（
10
か
所
）
、
そ
の
他
（
傍
線 

な
し
）
は
正
保
城
絵
図
と
間
数
が
一
致
す
る
も
の
（
53
か
所
）
。 

＊
「
芦
は
い
」
…
「
房
四
」
で
は
「
芦
は
へ
」。 

＊
「
う
て
ミ
」
…
播
磨
の
一
地
方
の
方
言
で
、「
池
の
余
水
吐
」
を
い
う[

平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九]

。 

＊
「
此
町
端
よ
り
」
…
「
房
四
」
で
は
「
此
町
は
つ
れ
よ
り
」。 

＊
「
瀬
」
…
「
潮
」
の
誤
写
か
。 

126



平

城

一
、
本
丸

東
西
七
拾
間
、
南
北
六
拾
八
間

一
、
北
ノ
方
門
有
り
、
入
西
口

一
、
戌
亥
ノ
方
ニ
天
守
有
り
、
五
階
、
土
台
石
垣

五
間

一
、
天
守
ヨ
リ
右
小
城
門
迄
、
弐
拾
五
間
半
、

石
垣
高
サ
弐
間
半
、
塀
無

一
、
門
脇
ヨ
リ
東
折
廻
シ
、
石
垣
四
拾
壱
間
、

高
サ
弐
間
半
、
塀
無

一
、
東
土
手
六
拾
六
間
、
高
サ
弐
間
半
、
但

瓦
塀
高
サ
六
尺

一
、
南
土
手
折
廻
シ
八
拾
三
間
、
高
サ
弐
間
半
、

但
瓦
塀
高
サ
六
尺

一
、
西
石
垣
六
拾
間
、
高
サ
弐
間
半
、
塀
無

一
、
石
垣
ノ
外
、
三
丸
ト
ノ
間
堀
有
り
、
広
サ

拾
五
間
、
深
サ
五
尺
、
南
北
百
弐
拾
間
、

北
ノ
端
ヨ
リ
東
へ
折
テ
四
拾
八
間
有
り

一
、
二
ノ
丸

本
丸
ヨ
リ
北
東
ニ
折
廻
テ
有
り

一
、
本
丸
ヨ
リ
北
ノ
方
、
東
西
七
拾
三
間
、
南
北

四
拾
六
間

一
、
本
丸
ヨ
リ
東
ノ
方
、
南
北
百
弐
間
、
東
西

四
拾
九
間

一
、
西
ノ
方
ニ
弐
拾
間
、
北
ノ
方
ニ
八
拾
七
間
半
、

東
ノ
方
折
廻
テ
三
拾
間
ノ
土
手
有
り
、

高
サ
六
七
尺
ノ
間
、
其
外
土
手
無
シ

一
、
南
ノ
方
土
手
、
塀
無
シ

一
、
二
ノ
丸
ノ
西
堀
広
サ
弐
拾
間
、
深
サ
四
尺

一
、
同
北
ノ
方
堀
広
サ
拾
五
間
、
深
サ
四
尺

一
、
三
ノ
丸
、
本
丸
ヨ
リ
西
ノ
方

一
、
東
西
百
五
拾
弐
間
、
内
ニ
南
北
ノ
小
堀
有
り
、

広
サ
三
間

一
、
南
北
百
拾
間

一
、
南
ノ
方
折
廻
百
七
拾
壱
間
ノ
土
手
有
り
、

高
サ
壱
間
半

一
、
未
申
ノ
方
三
階
矢
蔵
有
り
、
左
右
ニ

拾
弐
三
間
宛
ノ
瓦
塀
有
り
、
高
サ
六
尺

一
、
本
丸
ヨ
リ
西
北
、
内
曲
輪
内
ニ
侍
屋
鋪
有
り

右
曲
輪
外
堀
之
事

一
、
北
ノ
方
堀
、
東
西
三
百
五
拾
間
、
堀
口
広
サ
、
子
丑
ノ

方
弐
拾
九
間
、
亥
ノ
方
口
四
拾
間
深
サ
七
尺
、

戌
ノ
方
広
サ
四
拾
間
深
サ
九
尺

一
、
西
ノ
方
堀
、
南
北
三
百
九
拾
八
間
、
戌
ノ
方
広
サ

四
拾
間
深
サ
九
尺
、
酉
ノ
方
広
サ
三
拾
九
間
深
サ
、

八
尺
、
□
□
＊
方
広
サ
三
拾
九
間
、
深
サ
八
尺

一
、
南
ノ
方
堀
、
東
西
四
百
三
拾
五
間
、
口
広
サ
、
午
ノ
方

本
丸
ヨ
リ
南
五
拾
壱
間
深
サ
六
尺
、
未
ノ
方
口
ノ

広
サ
三
拾
九
間
深
サ
九
尺
、
巳
ノ
方
広
サ
四
拾

弐
間
深
サ
七
尺

一
、
東
ノ
方
堀
、
南
北
三
百
八
拾
九
間
、
辰
ノ
方
口
ノ

広
サ
三
拾
六
間
深
サ
九
尺
、
卯
ノ
方
広
サ
三
拾

七
間
半
深
サ
六
尺
五
寸
、
寅
ノ
方
広
サ
三
拾
弐
間
、

深
サ
七
尺

一
、
本
丸
内
門
ヨ
リ
中
門
迄
七
拾
壱
間
、
此
外
ニ

口
弐
拾
壱
間
ノ
堀
有
り
、
但
土
橋
、
此
所
ニ

長
屋
門
有
り

一
、
右
長
屋
門
ヨ
リ
東
ノ
門
迄
三
百
拾
六
間
、
此
外
ニ

四
拾
間
ノ
土
橋
有
り

一
、
右
長
屋
門
ヨ
リ
西
ノ
門
迄
三
百
五
拾
八
間
、
此
外
ニ

四
拾
間
之
土
橋
有
り

一
、
右
長
屋
門
ヨ
リ
北
ノ
門
迄
弐
百
七
拾
八
間
、

此
外
、
四
拾
間
ノ
土
橋
有
り

大
手
外
曲
輪
堀
并
土
手
間
目
之
事

一
、
東
ノ
方
、
南
北
土
手
五
百
九
拾
間
折
加
テ
、
高
サ

六
尺
五
寸

一
、
堀
、
土
手
ニ
副
、
五
百
九
拾
間
、
口
広
サ
拾
間
、
内
ニ

横
弐
間
ノ
中
島
所
々
ニ
有
り
、
堀
深
サ
二

三
尺

一
、
北
ノ
方
、
東
西
土
手
弐
千
百
七
拾
間
、
折
入
テ
、

高
サ
所
ニ
よ
り
七
尺
六
尺
五

有
り

一
、
堀
、
土
手
ニ
副
、
弐
千
七
拾
間
、
広
サ
拾
八
間
、
内
ニ

横
弐
間
ノ
中
島
所
々
ニ
有
り
、
深
サ
三
四
尺

一
、
西
ニ
南
北
土
手
弐
百
五
拾
間
、
高
サ
四
尺

一
、
堀
弐
百
九
拾
八
間
、
口
広
サ
拾
間
、
深
サ
三
四
尺

一
、
本
丸
ヨ
リ
東
、
外
曲
輪
牛
島
大
手
口
迄
、

道
則
千
弐
百
四
拾
四
間
、
折
入
テ
、
此
内
ニ
侍
屋
敷

町
屋
敷
有
り
、
并
百
姓
屋
敷
少
し
有
り

一
、
本
丸
ヨ
リ
北
、
外
曲
輪
大
手
白
山
口
迄
、
道
則

八
百
七
拾
三
間
折
入
テ
、
此
内
ニ
侍
屋
敷
・
町
屋
敷
有
り

一
、
本
丸
ヨ
リ
南
、
水
ヶ
江
迄
、
道
則
三
百
九
拾
間
折
加
テ
、

此
内
ニ
侍
屋
敷
并
百
姓
屋
敷
少
し
有
り
、
但

仕
切
構
無
シ
、
耕
作
汲
水
ノ
用
小
堀
少
し
有
り

一
、
本
丸
ヨ
リ
西
、
大
手
扇
町
橋
迄
、
道
則

弐
千
拾
四
間
、
但
折
加
テ
、
此
内
侍
屋
敷

町
屋
敷
有
り
、
并
百
姓
屋
敷
有
り

一
、
東
大
手
、
牛
島
口
ヨ
リ
高
尾
橋
迄
、
道
則

四
百
八
拾
間

一
、
西
大
手
、
扇
町
入
口
ヨ
リ
加
瀬
川
迄
、
道
則

千
三
百
九
拾
七
間

一
、
本
丸
ヨ
リ
東
、
筑
後
堺
ノ
川
迄
、
三
里
半
或

四
里
ノ
間
、
平
地

一
、
本
丸
ヨ
リ
南
ハ
、
海
辺
迄
壱
里
半
、
弐
里
ノ

間
平
地

一
、
本
丸
ヨ
リ
西
ハ
、
弐
里
三
里
ノ
間
平
地
、
其
外

九
里
ノ
間
ハ
山
路

一
、
本
丸
ヨ
リ
北
ハ
、
弐
里
ノ
間
平
地
、
其
外
筑
前

堺
迄
、
四
里
余
山
路

一
、
城
廻
一
職
浅
田

正
保
四
年
亥

九
月
十
一
日＊

□
□
…
虫
損
と
思
わ
れ
る
料
紙
の
欠
失
を
描
く
。
そ
の
形

状
・
大
き
さ
や
文
脈
か
ら
、
「
申
ノ
」
と
考
え
ら
れ
る
。

肥

前

国

佐

賀

城

覚

書鍋
島
信
濃
守
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